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｢マー シャルプランとジョー ジ･F･ケナンのヨー ロッ
パ統合構想｣『1940年代の世界政治』ミネルヴァ書房,
1988年,を参照されたい｡






























































































































































































































































































O EEC諮問委員会 3月 4日から8日にかけて
の OEEC諮問委員会 (consultativeGroup)
















































































































































































































内容として,ハリマンは,現行の ドル ･ポンドレー トを
アメリカが支持することであろうと推測 している｡｢ハ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































65) 奥田宏司 ｢アメリカの IMF体制構築戦略｣(川端正
久編 『1940年代の世界政治』 ミネルヴァ書房,1988年)













































67) 本特集,河崎,前掲 論文,第 Ⅲ節｡
68) 本特集,河崎,前掲 論文,第 Ⅰ節｡






























































































































































































州共同体不参加の姿勢 を貫いた｡ しか し,
シューマンは,計画の成否を,アデナウアーの
支持を得ることができるかどうかに置き,イギ




























あ わ り に
アメリカは,1948年までの西ヨーロッパの生
産復興を前提にして,アメリカの財政支援から,
欧州通貨レー ト調整とマーシャル資金を原資と
した域内通商決済自由化にドル不足緩和手法を
シフ トした｡スターリング圏については,ス
ターリング圏の準備通貨としてのポンドの役割
を保証 しつつ,決済通貨としては多角主義の原
則の下ポンドとEPU単位を競争関係におき83),
ポンドが国際通貨として生き残る可能性を残 し
た｡ ドイツ復興問題については,西 ドイツの貿
易自由化を通 じた欧州域内貿易再建84)をすすめ,
ドイツの生産能力の解放圧力の下で,シューマ
ンプランとしてあらわれた独仏和解を推進 した｡
こうしたOEECを通 じた (大)ヨーロッパ構
想とフランス主導の ｢小 ヨーロッパ構想｣の並
行的追求により,1949年から1950年にかけての
アメリカの欧州統合政策は,スターリング圏と
ドイツ復興という2つの課題の ｢二重の解決｣
をはか り,ブレトンウッズ体制確立の前提条件
をつ くりだしたといえるであろう｡
82) ｢国務長官から外交関係部署へ｣(1950年6月2日)
FRUS,1950,II,pp.714-717.アナソン,前掲書,2,
32-34ベーン｡
83) 本特集,菅原,前掲論文を参照｡
84) 本特集,河崎,前掲論文を参照｡
